
２ 
（月） 

王
おう

のような奴隷
ど れ い

 

 創 39 章 1～6 節 主人
しゅじん

はヨセフの手
て

に全財産
ぜんざいさん

を任
まか

せ、自分
じ ぶ ん

が食
た

べる食 物
しょくもつ

のこと

以外
い が い

は、何
なに

も気
き

を使
つか

わなかった。しかもヨセフは体格
たいかく

も良
よ

く、顔
かお

だちも 美
うつく

しか

った。(6) 

 神様
かみさま

は、世界
せ か い

福音化
ふくいんか

の計画
けいかく

の中
なか

に Remnant を呼
よ

ばれました。まず先
さき

に、神様
かみさま

がく

ださった祝 福
しゅくふく

を祈
いの

ることによって、私
わたし

の中
なか

にやぐらを作
つく

れば良
よ

いのです。神様
かみさま

の計画
けいかく

を見
み

た Remnant は、何
なに

をしたでしょうか。 

 

１つ目
め

、ヨセフは神様
かみさま

とともにいました。ファラオの夢
ゆめ

を解
と

き明
あ

かしたときも、

神様
かみさま

が知
し

らせてくださると言
い

いました。そのとき、インマヌエルの答
こた

えを受
う

けま

した。ポティファルの家
いえ

に奴隷
ど れ い

として行
い

ったことも、くやしい目
め

にあったことも、

そのことが出世
しゅっせ

の道
みち

、成功
せいこう

の道
みち

になりました。これがワンネスの答
こた

えです。２つ

目
め

、モーセは「わたしの民
たみ

を連
つ

れて血
ち

のいけにえを献
ささ

げに行
い

きなさい」と言
い

われ

た神様
かみさま

のみことばを理解
り か い

しました。血
ち

のいけにえを献
ささ

げた日
ひ

、すべての問題
もんだい

が終
お

わってイスラエル民族
みんぞく

は 出
しゅつ

エジプトしました。モーセは幕屋
ま く や

と契約
けいやく

の箱
はこ

が中 心
ちゅうしん

でした。そして、救
すく

いと 力
ちから

、御座
み ざ

の奥義
お く ぎ

の意味
い み

が入
はい

っている三
みっ

つの祭
まつ

りが中 心
ちゅうしん

でした。３つ目
め

、神様
かみさま

の契約
けいやく

が成
な

り立
た

つように助
たす

けた人々
ひとびと

がいます。ヨセフの契約
けいやく

を 心
こころ

にとどめたヤコブ、モーセに契約
けいやく

を伝
つた

えて婿
むこ

としたイテロ、ヨシュアとカ

レブがカナンの地
ち

に入
はい

れるように助
たす

けたラハブです。その人々
ひとびと

は、世界
せ か い

福音化
ふくいんか

が

重 要
じゅうよう

な神様
かみさま

の契約
けいやく

であることを分
わ

かったのでした。 

 

祈
いの

りのやぐらの中
なか

で世界
せ か い

福音化
ふくいんか

の契約
けいやく

を 心
こころ

の中
なか

に刻
きざ

みましょう。 

 神様
かみさま

、世界
せ か い

福音化
ふくいんか

の契約
けいやく

の中
なか

で、神様
かみさま

が呼
よ

ばれた理由
り ゆ う

を知
し

ることができますよう

に。生
い

きておられるイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメン 

 

 

 

 

2023.12.05.中南米伝道集会(パナマ) 1 講 

 

３ 
（火） 

超能力者
ちょうのうりょくしゃ

 

 ロマ 16 章 25～27 節 私
わたし

の福音
ふくいん

、すなわち、イエス・キリストを伝
つた

える宣 教
せんきょう

に

よって、また、世々
よ よ

にわたって隠
かく

されていた奥義
お く ぎ

の啓示
け い じ

によって──永遠
えいえん

の神
かみ

の

命令
めいれい

にしたがい、預言者
よげんしゃ

たちの書
しょ

を通
とお

して今
いま

や明
あき

らかにされ、すべての異邦人
いほうじん

に

信仰
しんこう

の従 順
じゅうじゅん

をもたらすために知
し

らされた奥義
お く ぎ

の啓示
け い じ

によって、あなたがたを強
つよ

くすることができる方
かた

、(25-26) 

 Remnant は神様
かみさま

が与
あた

えてくださった 力
ちから

を持
も

って祈
いの

りましょう。すると、私
わたし

の中
なか

に三位
さ ん み

一体
いったい

の神様
かみさま

の 働
はたら

きと御座
み ざ

がやぐらとして建
た

ちます。この祈
いの

りが生活
せいかつ

にな

れば*超 能 力 者
ちょうのうりょくしゃ

になり、想像
そうぞう

を超
こ

える 力
ちから

が 現
あらわ

れます。この 力
ちから

を持
も

ったバビロ

ンの Remnant に、どんなことが起
お

こったでしょうか。 

 

１つ目
め

、神様
かみさま

が与
あた

えてくださった契約
けいやく

が成 就
じょうじゅ

しました。神様
かみさま

はイザヤに救
すく

いの

メッセージ「インマヌエル」の契約
けいやく

を与
あた

え、成 就
じょうじゅ

されました。イザヤ書
しょ

を通
つう

じ

て与
あた

えられたバビロンに向
む

けた契約
けいやく

は、すべて成 就
じょうじゅ

しました。２つ目
め

、バビロ

ンで契約
けいやく

を成 就
じょうじゅ

された方法
ほうほう

は証 人
しょうにん

です。イザヤを通
とお

して語
かた

られた契約
けいやく

によって

ダニエルは 心
こころ

を定
さだ

めました。(ダニ 1:8-9)このとき、ダニエルは獅子
し し

の穴
あな

に入
い

れられても死
し

なずに生
い

きて、神様
かみさま

の生
い

きておられることを証 明
しょうめい

する証 人
しょうにん

になり

ました。エステルはユダヤ人
じん

がすべて殺
ころ

されることになったとき、神様
かみさま

が自分
じ ぶ ん

を

王 宮
おうきゅう

に入
はい

るようにされた契約
けいやく

を知
し

って、ユダヤ人
じん

を生
い

かしました。これがほか

の国
くに

にも証拠
しょうこ

になりました。３つ目
め

、*再建
さいけん

運動
うんどう

が起
お

きました。ダビデは神殿
しんでん

を

建
た

てました。このように神殿
しんでん

を建
た

てることが Remnant の使命
し め い

で祝 福
しゅくふく

です。 

 

Remnant は祈
いの

りのやぐらを建
た

てる挑 戦
ちょうせん

をしましょう。 

 神様
かみさま

、祈
いの

りのやぐらを建
た

てて、神様
かみさま

からの超 能 力
ちょうのうりょく

を受
う

けて、神様
かみさま

の契約
けいやく

成 就
じょうじゅ

を見
み

ますように。生
い

きておられるイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。

アーメン 
 

 

2023.12.06.中南米伝道集会(パナマ) 2 講 

 



４ 
（水） 

絶対
ぜったい

やぐら運動
うんどう

 

 ロマ 16 章 25～27 節 私
わたし

の福音
ふくいん

、すなわち、イエス・キリストを伝
つた

える宣 教
せんきょう

に

よって、また、世々
よ よ

にわたって隠
かく

されていた奥義
お く ぎ

の啓示
け い じ

によって──永遠
えいえん

の神
かみ

の

命令
めいれい

にしたがい、預言者
よげんしゃ

たちの書
しょ

を通
とお

して今
いま

や明
あき

らかにされ、すべての異邦人
いほうじん

に

信仰
しんこう

の従 順
じゅうじゅん

をもたらすために知
し

らされた奥義
お く ぎ

の啓示
け い じ

によって、あなたがたを強
つよ

くすることができる方
かた

、(25-26) 

 全世界
ぜんせかい

 は霊的
れいてき

問題
もんだい

 によって病
や

 んでいて、精神病
せいしんびょう

 が増
ふ

 えています。それゆえ、

Remnant は全世界
ぜんせかい

を癒
い

やして、絶対
ぜったい

やぐら運動
うんどう

をしましょう。神様
かみさま

が与
あた

えてくだ

さった霊的
れいてき

な祝 福
しゅくふく

を持
も

って、やぐらを 私
わたし

の中
なか

に先
さき

に建
た

てれば良
よ

いのです。パウ

ロは、単
たん

なる伝道
でんどう

をしたのでなく、絶対
ぜったい

やぐらを建
た

てました。絶対
ぜったい

やぐらは４つ

になるように建
た

てれば良
よ

いのです。 

 

１つ目
め

、残
のこ

りの者
もの

となるように建
た

てましょう。残
のこ

りの者
もの

は、キリストがなければ

死
し

ぬというキリストの*当為性
とういせい

と礼拝
れいはい

、祈
いの

りの 力
ちから

を確認
かくにん

して持
も

ちます。そして、

神
かみ

の国
くに

の奥義
お く ぎ

を持
も

って伝
つた

えます。２つ目
め

、残
のこ

る者
もの

となるように建
た

てましょう。70

年
ねん

にイスラエルが滅
ほろ

びたのですが、その中
なか

で契約
けいやく

を持
も

って残
のこ

る者
もの

がいました。残
のこ

る者
もの

は 力
ちから

が必要
ひつよう

です。３つ目
め

、残
のこ

れる者
もの

となるように建
た

てましょう。残
のこ

れる者
もの

は歴史
れ き し

 の中
なか

 にあった二度
に ど

 の*世界
せ か い

大戦
たいせん

 の中
なか

 でも、完全
かんぜん

 に福音
ふくいん

 と文化
ぶ ん か

 を回復
かいふく

 した

人々
ひとびと

のことを言
い

います。４つ目
め

、残
のこ

す者
もの

となるように建
た

てましょう。これからは

完全
かんぜん

に霊的
れいてき

問題
もんだい

がいっぱいになる時代
じ だ い

が来
き

ます。これを解決
かいけつ

する者
もの

を、残
のこ

す者
もの

と

言
い

います。 

 

Remnant は自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

 に先
さき

 に祈
いの

 りのやぐらを建
た

 てましょう。すると、現場
げ ん ば

 の中
なか

 で

絶対
ぜったい

やぐらとして残
のこ

りの者
もの

、残
のこ

る者
もの

、残
のこ

れる者
もの

、残
のこ

す者
もの

を建
た

てて行
い

くことができ

るでしょう。 

*当為性
とういせい

：当然
とうぜん

そのようにしたり、そうならなければならないことを意味
い み

します。 

*世界
せ か い

大戦
たいせん

：世界
せ か い

の多
おお

くの国
くに

が参加
さ ん か

した大規模
だ い き ぼ

の戦争
せんそう

のことです。 

 神様
かみさま

、絶対
ぜったい

やぐらを建
た

てる Remnant として祈
いの

り始
はじ

めますように。生
い

きておられ

るイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメン 

2023.12.06.中南米伝道集会(パナマ) 3 講 

 

５ 
（木） 

すべての人
ひと

はキリストが必要
ひつよう

です 

 ロマ 3 章 23 節 すべての人
ひと

は罪
つみ

を犯
おか

して、神
かみ

の栄光
えいこう

を受
う

けることができず、 

 すべての人
ひと

が罪
つみ

を犯
おか

して神様
かみさま

の栄光
えいこう

を受
う

けることができなくなりました。ですか

ら、世
よ

の中
なか

には義人
ぎ じ ん

は一人
ひ と り

もいません。そのため、すべての人
ひと

とすべての国
くに

には

キリストが必要
ひつよう

です。Remnant はこのキリストを知
し

って伝
つた

えましょう。 

 

１つ目
め

、Remnant は、だれも知
し

らない理由
り ゆ う

を知
し

っています。イスラエルの民
たみ

は、

奴隷
ど れ い

 、捕虜
ほ り ょ

 、属国
ぞっこく

 になったのですが、その理由
り ゆ う

 を知
し

 りませんでした。しかし、

Remnant は、ただ福音
ふくいん

の答
こた

えを持
も

って、ほかの国
くに

に散
ち

らされた理由
り ゆ う

を知
し

っていま

した。それゆえ、時代
じ だ い

を変
か

えることができたのです。２つ目
め

、Remnant は、だれ

も教
おし

えてくれない生活
せいかつ

を送
おく

るためです。世
よ

の中
なか

の人々
ひとびと

は、何
なん

の 誤
あやま

りもなく、原因
げんいん

も分
わ

 からないのろいの中
なか

 で生
い

 きています。神様
かみさま

 を離
はな

 れた原罪
げんざい

 のゆえです。この

人々
ひとびと

にのろいの中
なか

で生
い

きるしかない理由
り ゆ う

と答
こた

えを教
おし

えてあげましょう。３つ目
め

、

パウロは神
かみ

の国
くに

の奥義
お く ぎ

を知
し

っていました。そして、 私
わたし

たちの国籍
こくせき

は世
よ

の中
なか

でな

く、天
てん

にあることも知
し

っていました。それゆえ、人々
ひとびと

に大胆
だいたん

に福音
ふくいん

を伝
つた

えること

ができました。世
よ

の中
なか

の人々
ひとびと

は、知
し

らないので言
い

うことはできないのです。 

 

霊的
れいてき

問題
もんだい

はただ福音
ふくいん

によってだけ止
と

めることができます。この事実
じ じ つ

を知
し

って、の

ろいの中
なか

にいる人々
ひとびと

に、福音
ふくいん

の答
こた

えを伝
つた

える答
こた

えを受
う

けましょう。 

 

 神様
かみさま

、福音
ふくいん

の奥義
お く ぎ

を知
し

って、福音
ふくいん

を人々
ひとびと

に伝
つた

える答
こた

えを受
う

けますように。イエス・

キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメン 

 

 

 

 

 

2024.04.14.2 部 

 



６ 
（金） 

Remnant があらかじめ見
み

た宣教
せんきょう

 

 使 19 章 1～21 節 これらのことがあった後
あと

、パウロは御霊
み た ま

に示
しめ

され、マケドニ

アとアカイアを通
とお

ってエルサレムに行
い

くことにした。そして、「 私
わたし

はそこに行
い

っ

てから、ローマも見
み

なければならない」と言
い

った。(21) 

 ヨセフは 幼
おさな

い時
とき

から夢
ゆめ

に出
で

てくるほど世界
せ か い

福音化
ふくいんか

の契約
けいやく

を持
も

っていました。こ

れが、Remnant があらかじめ見
み

た宣 教
せんきょう

です。Remnant は、宣 教
せんきょう

のために準備
じゅんび

す

ることが三
みっ

つあります。 

 

１つ目
め

、幼
おさな

い時
とき

に*やぐらを先
さき

に作
つく

りましょう。朝
あさ

早
はや

く起
お

きて、サミット祈
いの

りを

味
あじ

わいましょう。夜
よる

には、私
わたし

の学 業
がくぎょう

が作品
さくひん

になる深
ふか

い祈
いの

りをしましょう。昼
ひる

に

は、すべてを受
う

け入
い

れて*超 越
ちょうえつ

する祈
いの

りをしましょう。２つ目
め

、世
よ

の中
なか

に出
で

て行
い

く前
まえ

に、先
さき

に受
う

ける答
こた

えがあります。Remnant は、世
よ

の中
なか

を生
い

かす契約
けいやく

と、わざ

わいの現場
げ ん ば

を生
い

かすビジョンと夢
ゆめ

をあらかじめ持
も

って行
い

きましょう。すると、神
かみ

のかたちを味
あじ

わって、神様
かみさま

が願
ねが

われる作品
さくひん

を作
つく

ることができます。*御座
み ざ

のやぐ

らと旅程
りょてい

、道
みち

しるべを味
あじ

わう霊的
れいてき

サミットに先
さき

になって、世
よ

の中
なか

に出
で

て行
い

きまし

ょう。３つ目
め

、サミットの準備
じゅんび

をしましょう。Remnant は、必
かなら

ず答
こた

えを受
う

けるの

で、祈
いの

るサミットタイムを持
も

ちましょう。そして、現実
げんじつ

の裏
うら

にある神様
かみさま

の計画
けいかく

を

発見
はっけん

するサミット姿勢
し せ い

を備
そな

えましょう。今
いま

直
ただ

ちに答
こた

えがなくて、良
よ

くない環 境
かんきょう

の中
なか

にいるとしても、それに勝
か

てば大
おお

きなサミットの 器
うつわ

になります。 

 

Remnant は聖書
せいしょ

の Remnant があらかじめ見
み

た宣 教
せんきょう

を 考
かんが

えて、私
わたし

の宣 教
せんきょう

を描
えが

き

ましょう。 

*やぐら-見張
み は

りをするために建
た

てた高
たか

い塔
とう

のことです 

*超 越
ちょうえつ

-どんな限界
げんかい

や一般的
いっぱんてき

なことがあっても、跳
と

び越
こ

えることを言
い

います。 

*御座
み ざ

-王
おう

が座
すわ

る席
せき

、すなわち、目
め

に見
み

えないように万物
ばんぶつ

を治
おさ

めておられる神様
かみさま

の統治
と う ち

を意味
い み

します。 

 神様
かみさま

、世界
せ か い

福音化
ふくいんか

の契約
けいやく

を持
も

って祈
いの

るサミットとして立
た

ちますように。イエ

ス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメン 

 

2024.04.20.レムナント伝道学 

 

７ 
（土） 

教会
きょうかい

が新
あたら

しく見
み

るべき宣教
せんきょう

 

 使 1 章 8 節 しかし、聖霊
せいれい

があなたがたの上
うえ

に臨
のぞ

むとき、あなたがたは 力
ちから

を受
う

けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土
ぜ ん ど

、さらに地
ち

の果
は

てまで、

わたしの証 人
しょうにん

となります。 

 祈
いの

りを知
し

っている人
ひと

が*ワンネスになるとき、神様
かみさま

の 力
ちから

が 現
あらわ

れ始
はじ

めます。初代
しょだい

教 会
きょうかい

の人々
ひとびと

が集
あつ

まって祈
いの

ったとき、ローマと世界
せ か い

が変
か

わりました。その理由
り ゆ う

は

何
なん

だったのでしょうか。 

 

１つ目
め

、宣 教
せんきょう

システムを備
そな

えていました。その人々
ひとびと

は、キリストから与
あた

えられ

た契約
けいやく

(7 ・7 ・7)を持
も

って一緒
いっしょ

に集
あつ

まりました。朝
あさ

と昼
ひる

、夜
よる

に神様
かみさま

の 力
ちから

を味
あじ

わう

祈
いの

りに集 中
しゅうちゅう

しました。すると、どんな問題
もんだい

も解決
かいけつ

できるようになります。これ

が初代
しょだい

教 会
きょうかい

の絶対
ぜったい

やぐらで宣 教
せんきょう

システムです。２つ目
め

、宣 教
せんきょう

システムが備
そな

え

られていれば、集
あつ

まるときにワンネスが起
お

こります。教 会
きょうかい

に子
こ

どもたちと異邦人
いほうじん

が生
い

かされる庭
にわ

、人々
ひとびと

が生
い

かされる癒
い

やしの庭
にわ

が成
な

し遂
と

げられます。答
こた

えを受
う

け

た人々
ひとびと

が金土日
きんどにち

に教 会
きょうかい

に集
あつ

まって、ワンネスを成
な

し遂
と

げます。そして、237 か国
こく

と 5千
せん

種族
しゅぞく

 を癒
い

 やしてサミットとなるようにする人々
ひとびと

 がワンネスを成
な

 し遂
と

 げま

す。３つ目
め

、神様
かみさま

が成
な

し遂
と

げられる未来
み ら い

を知
し

っていました。この人々
ひとびと

は、世々
よ よ

に

わたって隠
かく

されていたのが、今
いま

や明
あき

らかにされて、とこしえまであることを味
あじ

わ

うワンネスを成
な

し遂
と

げました。それゆえ、世界
せ か い

福音化
ふくいんか

されるしかありませんでし

た。 

 

Remnantも初代
しょだい

教 会
きょうかい

が受
う

けた世界
せ か い

福音化
ふくいんか

の答
こた

えを受
う

けましょう。まず神様
かみさま

の御座
み ざ

の 力
ちから

が臨
のぞ

むように祈
いの

りに挑 戦
ちょうせん

しましょう。 

*ワンネス(Oneness) -共同体
きょうどうたい

が一緒
いっしょ

に集
あつ

まって一
ひと

つの目 標
もくひょう

を持
も

つことを言
い

います。おた

がいに力
ちから

を合
あ

わせて、共 通
きょうつう

の目 標
もくひょう

に向
む

かって進
すす

むことです。 

*庭
にわ

-広場
ひ ろ ば

、または、庭園
ていえん

という意味
い み

を持
も

っているこの単語
た ん ご

は、神殿
しんでん

や宮 殿
きゅうでん

などにいっしょ

に使
つか

われました。 

 神様
かみさま

、荒野
あ ら の

にだまされないで、神様
かみさま

が与
あた

えてくださるみことば持
も

って荒野
あ ら の

を征服
せいふく

しますように。イエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメン 
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